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A－144 4 Yi^t･O TO〉β－カロ手ンのビタミンＡへの転換（斗3報）

　　　　大阪樟蔭女吠○厦本和子飯分三卸

　　　　樟蔭東女短大　壷井輝子

　目的夜来、上記についTO)検討とその結果・報告をおこら.-･,てｰきたび、その後、ｔら

に検討^りヽだの、より直確ま結果乞俸ることを｡目的とし批。

　方法　β－^口乎こ、（メ､Lク製）をふ趨旨肪酸々流勧パうフィ）などに溶解力口熱後、Hz

気相下に1 ～A 0昼夜放置した上、了､しコー､しはKOH溶液で処理し｀て分離戌分包柚出吏

縮しre.次に尭の柚虫物乞O2気相下にぬ宜放蘆浹、TLC （Kieselgel　ら0. 無螢it、展

m剤・ベンゼゾ）で冷離し、ゑ^､臓留物質客よび｀R-F値0.0 15，O／物質（ｲヽﾉつ・・パノ

ー心沓良）の吸光度を墳･淀しT-^．

　結果(4）玖上・方繊によりT L C 包おこなヽい、上記原点残留為ヽよび'R干値物質のうち

3 2 5～3 ３ 0 ／)^?､^に吸収極大包示､すものがあ-> 友。しケし、E曲線涙不整形のもの々、

2'^ 0）n^し奏尉とでの極大以｀共存するもの、および｀下郵E曲線中で上述の波長で明らりヽらヽヒ?

- 7 を示すもめもあった。（2）（i）での吸収極大々ビーフ乞示すスガヽヽノト<?)シ') カゲルのう

ち。ビタミンA （以､下. A）と同様の螢光包兆しい、もの曲みられrこぶ、明らヵヽにMm

光乞罹するもの＼^A一了疋コバしと考えられる。(3) 既報のβ-－カロ千こ･のリノー､し醵エ

千･しによるR チ値∂。?2駒質ﾐ吝Aと微量リ- ル酸工孚･し関係病負tむぐ

えられ^．(4-)/?一カロ手ンくT）上翫濡波（7･μ理による抽出物はOa泰相下に直宜放置か匹ると｡、

〇ぶ関与する反応の遠程tヽ/＼，ぐ±戌する6 ﾌ･乙考えられる｡（5）しり｀し、TLC汰

多隻・A の迦局柚ヽみられなヽいい^、β~ り口今ンの処理端､流中で、転換した/＼ひ佐次直か

に醸化今解し、TLCえ前（）溶夜中でiぷAの着積以おこなわれてい^"いr゛こめ乙愚われる。

A－I45　クラコ・スジコの密/(iJ^絨蘆およぴタール色秀につぃて

　　　　相瀬すd 大字鳶　o^叶#,､息子

　　　　只践すﾐﾁ大衣双　酒田　至　小琳便于槙藤数丿　差仄丈点

　目的　発色剤k I マ傍用lit

;りジメわレニトロソフミンt !i-べt ろい:か･知うれマい＆. ニ夙了ミン･リ凋・粕ぺ魚卯

わ久りく舎§ れ? 11 ゐ: t び知う八．魚卯べの貧湖疎血の沸加り好^ト引りﾏ･･I j r<fヽ Ifc

^れて丿ろi)<'スジコヽイフラ･ぺついマ･^採取量fiごくケ■^Tsめで皿湖眼報乞I 7 よ坏べ

下の%'■加か屁めうれマいる.タラコ11 いけ1-占二域了: ンiy栽5 多く，$:μ眠血の孜用

i7傑上7 >n.マいh . 今＼i＼, 演^ b 11片和･ぽわ･^ び^阿丿已め徊吋クコ■スにコめ湊色

物質≒べついて検訂けし

　才蔵　タラコG0欺休，スド]30検体，計か旅休についマ参町I ≒式湖作裁,-i ジ了ｿ･･蜀

色法いい払比色足-f を行っn. メ己丹,3 池油^ －テ,レマヽ･■りbﾌ,りり脱隔後のi^h､凍．つ

いマ毛赤夭色後，厚屑クロマトプｸ乃－,ベマIS] 支I n,．天然'已豪につI' 7 IJ , 沈脂時の泊禰

エーT iレのJ^色濃恥'ぷび衛･主紙験瓜I -V差づ･く洛妹茲をtっ了刊郷L 六．U h'原/S に/fl(･ T--

眠蕎利･ノフコ･- rル９て，潅用法儀･J酢欧叶ル■ t二jリジン･水C?ぷノ; t If]"･n・

　緬A　タラコ呼の夭然皿湖賎根1日脚>^下7･刀ろ＝ヒか, 尤奢iじ青森ヽ系グリH衛生月琴

所ﾏヽ･雇M;1 れマいゐ. 今,目漬者う加瀬か川n i の･'i0.0b～/.6/ｱ●,の他聞に力っr＼ir,　タ7コの

我£的I' みりχi＆λヒの測係,り} 抒,べかうれtiヵ,・八．や眠スＥコI1バ).72 ～Z萌郎の牝耐マヽ'

康i･,tれFv. ;! 色御d販^吟･祐ヽ戌タペレ色零希力fl t表ふ7れひ'^'^のi治子やられ八

軋令外9 -ル色和1全ヽ検俸刀,b検れT れ，そのうち*･色)引力･最t 多く, 宍ヽ四ヽf.色2?，

黄島甥が･みうれ几ス>■ 3 Iぺ払'マ･7j^色什乙奎く検輿■? れrj か’れ




